



































































































































































































同僚への信頼感 51．3　（73．3％） 54．4　（77．7％） p〈0．01
引揚志向性 33．6　（74．6％） 35．7　（79．2％） p〈0．01
良好なコミュニケーション 18．5　（73．8％） 19．2　（76．9％） ns
コミュニティ感覚 103．3（73．8％） 109．4（78．1％） p＜0．01
期待される効果 24．1　（68．9％） 26．9　（76．9％） p＜0．01
一！6一
笑顔の導入と「ありがとう」を言葉にすることで人間関係が向上するかの検討
は笑顔と「ありがとう」を取り入れることで緩和さ
れ、職場環境の重要な要因である人間関係がより向
上すると考えた。
　調査の結果、同僚への信頼感で有意な差がみられ
た。看護はチームで業務を遂行していく性格上お互
いの協力が必要である。普段から相手のことを考え、
自分の発言と行動には責任を持つことで信頼関係は
築かれていく。今回の対象は、卒後1～4年目が7
割を占めるため、指導を中心とした関わりになりが
ちであった。しかし感謝カードをきっかけに承認を
する機会が多くなり、その結果、お互いに充足感が
得られ、次の行動につなげる意欲にもなった。その
為今まで以上に相手を気にかけ、お互いに声を掛け
合う場面が多くなり、仕事がスムーズに進むような
良好な「協力関係」が高まったと考える。また、協
力関係が高まることで、組織のモチベーションを刺
激し、高めていくことから、職場志向性も有意な差
が見られたと考える。良好なコミュニケーションは
有意な差はみられなかった。これは情緒的な意味合
いを持っているため、1ヶ月という期間と職場内だ
けで築き上げるのは困難であると考える。しかし得
点は上がったことから気付きや行動に対してその場
だけではなく、改めて「ありがとう」を伝えたこと
は、上手くチームの輪に入れないスタッフも巻き込
むことができ、笑顔が増えた。このことから肯定的
ストロークを与え合うことで、快の感情をもたらし、
よりよいコミュニケーションにつながったと考える。
人間関係はコミュニケーションを通して築かれ、コ
ミュニケーションを技術的に向上させることで円滑
な人間関係、組織の活性化を図ることができる。今
回の取り組みで、同僚への信頼感・職場志向性が向
上するようなコミュニケーションを図れたことで、
コミュニティ感覚に有意な差がみられた。このこと
から、笑顔と「ありがとう」の導入は人間関係の向
上につながったと考える。期待される効果で有意な
差がみられたことは、笑顔で仕事に取り組むことの
メリットを肌で感じ、笑顔で仕事に取り組む姿勢が
身についてきたと考える。しかし、コミュニティ感
覚・期待される効果の得点が下がったスタッフもい
た。これは、笑える状況ではない時にも笑顔を作る
にはトレーニングが必要と言われているように1ヶ
月の実施期間で意図的に笑顔を作ることを修得する
のは難しく、その時の精神的要因があったと考える。
なお、有意差はみられなかったものの、年齢の若い
方がコミュニティ感覚は高まる傾向があった。
　　　　　　　　　結　　論
　笑顔の導入と「ありがとう」を言葉にすることは、
人間関係を向上させるひとつの手段として有効であ
る。
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